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東日本大震災から４年
～今の福島は？～



問題の所在
東日本大震災による福島第一原子力発電所の爆発事故以来，

小中学生に対する「放射線の正しい理解」を推進する機運が高まる。

副読本が各校に配られ，放射線の授業が行われるようになるが・・・

○理科の授業では小学高学年と中学２，３生で表面的に触れるだけ

・はかるくんを使った放射線測定

・霧箱を使った放射線の観察

○副読本を配付するだけ

○津波の被害や復興状況

テレビで報道される情報は知っている。

原発事故による福島の現状はほとんど

知らない。

復興が順調に進んでいると誤解

現状としては

○問題意識が低い（他人事に感じている）

○放射線に対する理解が不十分（偏見や風評につながっている）

○未来を築いていく子どもたちの今日的課題の理解，解決しようとする意識の高まり

（科学的リテラシーの育成が不可欠）

○発達の段階に応じた系統的なカリキュラムの必要性

課題としては

課題を克服するために



科学的リテラシーの捉え方

本研究における科学的リテラシー（平成23年度版 科学技術白書，文部科学省）

「疑問を認識し，新しい知識を獲得し，科学的な事象を説明し，

科学に関する諸問題について証拠に基づいた結論を導き出すための科学的知識とその活用する能力」

科学的リテラシーを育てるために必要な４つの力

①疑問を認識する＝「感じる」

②新しい知識を獲得する＝「知る」

③科学的な事象を説明する＝「考える」

④科学的知識を活用する＝「行動する」

 

感じる 

知る 

考える 

行動する 

感じる 

知る 

考える 

行動する 



科学的リテラシーを育てる手段

①授業カリキュラムと授業教材の工夫

自然や社会の様々な事象を科学的な見方で捉え，「中立な立場とは何か」，「確かな事実を知るとは何か」，

「活用するとは何か」を学ばせる機会を設定した。

・データを集めること，選択すること（嘘っぽいデータの取捨選択）

・データの分析

・事象の理解

・上記３つよる活用

※本研究で考える「中立的な立場」の定義

中学生であるという発達の段階を考慮し，「中立的な立場」とはどういうものかを考える力とした。

②授業展開の工夫

認知促進プログラムの授業構成を活用する。

③教材として扱う今日的課題

福島第一原子力発電所の事故による放射線の影響を通した，正しい放射線理解（メリットとデメリット）



実践研究例（概要）

新教科「サイエンス」指導計画（10時間扱い）…７年生

○震災1年半後の福島について 【①感じる】 ← 教材１

○放射線の性質「観察・実験」 【②知る】 ← 教材４

・線量計を使った放射線量の測定（自然放射線・線源からの放射線）

・放射線の遮蔽実験

○今の福島県飯舘村について 【③考える】 ← 教材２，３

・活動１「もし，京都が飯舘村と同じ状況だったら住みたいか，話し合おう」

・活動２「飯舘村は２年後の帰還を目指しているが可能だろうか？」

・活動３「福島の同世代のメッセージを聞こう」

○特別授業①（福島大学岡田教授） 【④行動する】

・震災時の福島について

新教科「サイエンス」指導計画（10時間扱い）…８年生

○特別授業②（福島大学岡田教授） 【①感じる，②知る】

・現在の福島について

・内部被ばくと外部被ばくについて

○食生活について【③考える】

・芽止めじゃがいも

・福島県の野菜

教材

○教材１：震災１年半後の南相馬市，

飯館村の現地視察で得られ

た情報（平成２４年８月）

○教材２：現在の飯館村の現地視察で

得られた情報（平成２７年１０月）

○教材３：福島県教育委員会が制作した

放射線教育のDVD

○教材４：「放射線の正しい理解のために」

副読本（文科省）



福島の豊かな自然



東日本大震災で福島で何が起こっていたのか？

揺れによる被害

津波による被害

原発事故による被害

阪神淡路大震災と東日本大震災との
大きな違いは？

・大都市と地方

・断層型とプレート型

・津波と火災

・原発事故
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放射線って何だろう？



放射線って何だろう？



放射線って何だろう？



放射線って何だろう？



放射線を体験してみよう



今日，紹介する福島は？



２０１２年８月 飯舘村（震災から１年半後）



２０１２年８月 飯舘村での除染作業
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どのくらい放射線量が下がるのか？



２０１２年８月 南相馬市 汚染土はどこへ？



２０１５年１０月 飯舘村（震災から４年半後）

村内のいたるところで除染作業が進められ
行き場のない多量の汚染土が積まれていた



２０１５年１０ 飯舘村村内の放射線量



変容の調査方法

選択式のアンケート

○内容：福島県が小中学生を対象に行った「放射線に対する意識調査」と同じものを実施

○実施時期：放射線の授業を実施する前（１１月），７年時実施後（２月），８年時実施後（７月）

○対象：本校生徒（８８名：７年から同一学年を追跡調査）

ア：放射線は，世界中どこにでもある。
イ：放射線は，原子力発電所の事故の前には，私たちの身の回りに存在していなかった。
ウ：人が放射線をあびると，放射線を出す能力をもってしまう。
エ：放射線は，人の体に害を与えるときがある。
オ：放射線は，病気を治すことなどに利用されている。
カ：放射線，放射性物質，放射能の違いを説明できますか。
キ：放射線の種類や性質について説明できますか。
ク：除染の目的を説明できますか。
ケ：放射線量が多いとき，放射線から身を守る方法を説明できますか。
コ：内部被ばくと外部被ばくの違いを説明できますか。



実践研究例（震災1年半後の福島について）

生徒の反応

・津波の威力に驚いた

・地震の大きさを知った

・時間が止まってしまっていることに驚いた

・知っている事実と違っていた

教材の効果 「感じる」

・テレビ，新聞，ネットなどから得られた情報がすべてであると感じていた。

・生徒自身が思っていたことと事実の隔たりに気づくことができた。

・放射線に関心が向くようになった。

・事実を知ることの必要性に気づいた。

提示した教材内容（福島第１原発から２０ｋｍ）

・南相馬市原町（駅前商店街）の様子

・南相馬市小高区（海岸地域）の様子

・飯館村（役場周辺）の様子



実践研究例（今の福島県飯舘村について）

活動１「もし，京都が飯舘村と同じ状況だったら住みたいか，話し合おう」
1 2 3

4 5 6

7 8

9 #

教材の効果 「考える」

○これまでの学習で得られた放射線の知識を基に，「本当は住みたいが住みたくない」と答えた

○放射線の負の面が強く，感情的な意見

○第三者的な立場で実感身のない発言が多く聞かれた



実践研究例（今の福島県飯舘村について）

活動２「飯舘村は２年後の帰還を目指しているが可能だろうか？」

教材の効果 「考える」

○これまでの学習で得られた放射線の知識を基にした意見

・放射線を遠ざけるために深く穴を掘る

・厚い鉛の入れ物の中に保管する

・全国に分担して，放射線の量を減らす

○第三者的な立場で実感身のない発言や意見

○表面的な解決策ばかりで，根本的な解決策になっていない

1 2

3 4 5

6 7

8 9 10



実践研究例（今の福島県飯舘村について）

活動３「福島の同世代のメッセージを聞こう」

教材の効果 「考える」

○「他人事ではない」という声が多く聞かれた

○自分自身の問題として真剣に話し合う場面が見られた

○答えがない課題であることに気づき，「どうすべきか」と悩んでいる姿が見られた

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10



実践研究例（特別授業）
福島大学 岡田先生による授業

○１クラスの生徒たちの授業メモのキーワードを

抽出した結果（グラフ１）

・人口流出→生徒の考えとの隔たり

・食と健康の安全→農作物に対する偏見

・放射線教育の違い→生徒の関心

知らない事実が多いという実感

授業の効果 「行動する」

○高校生のメッセージを聞いて「他人事ではない」

感じていた生徒が，自分自身の問題として真剣

に話し合う場面が見られた。

○資料１のように，答えがない課題に気づき，「どう

すべきか」，「自分にできることは何か」と悩んで

いる姿が見られた。



アンケート結果①（放射線の性質について）



アンケート結果②（放射線の性質について）

アンケート「ア～オ」について

ア：放射線は世界中のどこにでもある。

ウ：人が放射線をあびると，放射線を出す

能力 をもってしまう。

この２項目について，正しい認識にあまり

変化がない。



アンケート結果③（放射線の性質について）

アンケート「カ～コ」について

どの項目も放射線に関して説明できる

と自信を高めている。



アンケート結果④（食について）

○放射線をあびていないジャガイモ

○原発から遠い地域の野菜

を選ぶ傾向が高い。



本研究のまとめ

○問題意識が低い（他人事に感じている）

○放射線に対する不安を完全に取り除くことは難しい。

課題としては

○放射線に関する知識が身についた。

○放射線に対する正しい認識が高まった。

成果としては

○放射線のメリットとデメリットについて，

多面的に捉えることができる機会を増や

していく必要がある。

○特に，実生活の中で放射線が関わって

いる場面を多く知り，生徒自身に放射線

が身近な存在であることに関する必要が

ある。



福島の震災復興を入り口としたエネルギー教育
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中学生サミット Kyoyo Call 2019

「みんなでやりましょう！私たちの手で，私たちの授業！！」
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中学生サミット Kyoyo Call 2019

「みんなでやりましょう！私たちの手で，私たちの授業！！」

・自ら学び，自ら考え，
自律的に行動できる生徒。

・様々な考えや文化を受け入れ，
他と共生し，協調して行動できる生徒。

・自他の個性を生かしつつ，
目的を達成できるよう自ら実践できる生徒。
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京都市動物園

京都市科学館

京都市水族館

京都国立博物館

京都市美術館

まなびの森ミュージアム

工繊大美術工芸資料館

みすびわざ館

博物館を
活用した
STEAM
教育

小学校段階

【重視する視点】
体験・経験によって得られる直感
その直感によって生まれるひらめき
そこに科学的な視点を加えていく

【学校の教育活動と博物館を結ぶ】
・総合的な学習の時間での調べ学習
・小学校技術科のプログラミング学習
・各教科（理科や社会科，生活科など）の学習

【発達の段階に応じた学びの形】
１～４年生：個別体験型の学び
５～６年生：個別探究型の学び
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汚染水の海洋
放出と風評被害

原発から出る核の
ゴミをどうするか

中学校段階 高校段階

【発達の段階に応じた学びの形】
７～９年生：グループ探究型の学び
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義務教育９か年＋高等学校３年間で育てる思考力・判断力・表現力～教科横断的な取組みのイメージ～

第３・４学年

ロブリック（スクラッ
チ）を使ってロボホンを
歩かせる場面

第５・６学年

コードモンキー
（CoffeeScript）を使っ
てサルを動かす場面

小学校

技術科

第３～６学年音楽

様々なリズム・パターン

を組み合わせて音楽をつ

くることをプログラミン

グを通して学習する場面

第５学年 算数

プログラミングを通し

て、正多角形の意味を基

に正多角形をかく場面

第６学年理科

身の回りには電気の性質

や働きを利用した道具が

あることをプログラミン

グを通して学習する場面

第３・４学年

ロブリック（スクラッ
チ）を使ってロボホンを
会話させる場面

第５・６学年

コードモンキー
（CoffeeScript）を使っ
てサルを動かす場面

第３・４学年音楽

ロブリック（スクラッ
チ）を使ってロボホンを
躍らせたり，歌わせたり
する場面

創造的思考

論理的思考

創造的思考
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【重視する視点】
体験・経験によって得られる直感
その直感によって生まれるひらめき
そこに科学的な視点を加えていく

【学校の教育活動と博物館を結ぶ】
・総合的な学習の時間での調べ学習
・小学校技術科のプログラミング学習
・各教科（理科や社会科，生活科など）の学習

【発達の段階に応じた学びの形】
１～４年生：個別体験型の学び
５～６年生：個別探究型の学び

【横断的な学びを助ける手立て】
・カリキュラムマネジメント
（系統的な学び・スパイラルな学びの連続性）
・１人１端末のICT活用
（各教科の学びのポートフォリオ）



第５学年テーマ
「京都の公共交通と街づくり」



第６学年テーマ
「ＳＤＧｓで京都の町を見つめ直そう」
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確かな情報

科学的知識

対話

実体験

勉強会
①原子力（サイクル含）政策・・・東北大学 量子エネルギー工学専攻 教授 高橋信 先生
③放射線の性質，地層処分の方法：NUMO広報グループ
④原子力と宇宙：東京工業大学 助教 澤田哲生 先生"

勉強会
②地域振興（六ケ所村）・・・未来塾：伊藤夏子氏ほか

社会科【批判的思考力】
各地の人々の生活と環境
家庭科【創造的思考力】
豊かな生活のために

生徒

対話

生徒

理科【論理的思考力】
物質の姿・大地の変化

現地視察
⑤福島県被災地視察
⑥原燃施設見学

国語科【論理的思考力】
論点を捉えて

対話

生徒

総合的な学習
福島県の新聞を使った
ポスターづくり

総合的な学習
個別の探究活動

対外的な発信
⑦校内ポスターセッション
⑧中学生サミット

対話

生徒

第７学年テーマ「エネルギー」
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中学校段階 高校段階

【発達の段階に応じた学びの形】
７～９年生：グループ探究型の学び



資質・能力を総合的に活かす場の設定
福島の震災復興を「無関心」から「自分事」へ
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対話 対話
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これまでの主な取り組みの内容（８・９年生）

２年目

JST行事（京都）と
サミット（青森）参加

代表生徒福島訪問
（２泊３日・２月）
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ポスターセッション

特別授業
澤田（東工大）
岡田（福島大）
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福島の震災復興に対する生徒の考え



京都発！福島の震災復興プロジェクト



京都発！福島の震災復興プロジェクト
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福島の震災復興を「無関心」から「自分事」へ



福島の震災復興を「無関心」から「自分事」へ



被災地が抱える課題を京都の身近な課題へ



自ら学んだことを伝えたい・・・生徒企画の報告会



福島（浜通り）の昔と今



放射線のリスクとベネフィット〜福島復興11年の変遷〜

京都教育大学
附属京都小中学校・教頭
大学院連合教職実践研究科・准教授

野ヶ山 康弘

令和５年８月５日（土）


